
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































門 に 九 学
と学よ
為よ 張者
す者)
伝
記
の
撰
者
は
翰
林
学
士
王
磐
(
一
二
O
二
|
九
三
、
字
文
柄
、
号
鹿
庵
、
河
北
永
年
人
て
そ
の
立
石
は
至
元
九
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
全
真
の
教
え
は
、
誠
心
見
性
を
以
て
宗
と
為
し
、
損
己
よ
利
物
を
行
と
為
し
て
、
参
学
に
資
ら
ず
、
文
字
を
立
て
」
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
碑
文
は
言
、
っ
。
そ
れ
故
、
読
書
誹
学
は
、
自
己
の
心
性
に
余
分
な
覆
い
を
纏
わ
せ
且
つ
他
者
の
救
済
に
直
結
し
な
い
行
為
で
あ
る
か
ら
、
修
道
の
障
害
に
な
る
と
認
識
さ
れ
る
。
だ
が
、
李
志
常
か
ら
張
志
敬
に
至
る
時
代
、
読
書
講
学
と
全
真
教
の
根
本
教
義
と
の
あ
い
だ
に
は
摩
擦
が
な
く
な
っ
た
、
と
士
人
の
自
に
は
見
え
た
。
教
義
内
容
と
張
志
敬
ら
の
活
動
と
の
論
理
的
整
合
性
は
、
こ
こ
で
は
間
わ
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
第
一
次
道
仏
論
争
の
の
ち
、
全
真
教
の
布
教
に
読
書
講
学
が
採
用
さ
れ
そ
れ
が
効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
伝
記
は
語
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
知
識
人
に
対
す
る
全
真
教
の
浸
透
度
が
窺
え
る
わ
け
で
あ
る
。
至
元
六
年
の
真
君
・
真
人
加
号
の
勅
令
は
、
か
か
る
輿
論
を
も
踏
ま
え
た
為
政
者
に
よ
る
全
真
教
の
尊
崇
で
あ
っ
た
。
き
て
、
李
道
謙
が
纂
輯
し
た
全
真
祖
師
向
伝
記
集
の
名
称
は
、
先
に
挙
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
七
真
年
譜
』
(
道
蔵
輯
要
本
)
に
は
、
至
元
八
年
七
月
執
筆
の
李
自
身
の
後
序
が
付
く
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
年
譜
は
、
教
祖
王
重
陽
の
生
誕
か
ら
長
春
真
人
升
仙
の
年
に
至
る
二
百
一
十
六
年
の
聞
の
出
処
事
跡
」
を
一
冊
に
編
次
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
制
作
方
針
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
器
開
る
。
浦)
其
れ
或
る
一
、
こ
の
伝
記
の
載
す
る
所
、
各
師
真
の
文
集
と
相
い
同
じ
か
ら
ざ
る
者
あ
ら
ば
、
伝
記
を
捨
て
て
文
集
を
取
れ
り
。
蓋
し
文
集
は
紀
録
的
真
に
し
て
、
伝
記
も
未
だ
詳
し
〈
せ
ざ
る
所
あ
れ
ば
な
り
。
師
真
自
ら
が
も
の
し
た
詩
文
を
載
せ
る
文
集
の
、
真
正
に
し
て
詳
細
な
る
面
を
重
視
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
祖
師
た
ち
の
神
秘
的
な
「
従
容
無
為
の
妙
」
を
描
出
す
る
こ
と
は
、
自
身
の
筆
力
的
持
外
に
あ
る
と
も
述
べ
る
。
そ
こ
で
「
但
だ
其
の
修
真
立
教
の
越
を
」
記
録
す
る
だ
け
で
は
あ
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
初
学
者
の
向
上
あ
る
い
は
「
諸
師
を
し
て
宗
本
す
る
所
を
知
ら
し
め
る
」
こ
と
は
可
能
だ
と
す
る
。
ま
さ
し
く
、
全
真
教
の
本
山
に
あ
っ
て
信
徒
町
教
育
に
従
事
す
る
、
元代思潮研究序説(三71 
そ
の
自
己
の
職
分
に
忠
実
な
者
の
発
言
で
あ
る
。
書
物
に
よ
る
教
化
を
布
教
活
動
に
採
用
し
た
教
囲
内
戦
術
に
符
合
す
る
か
の
如
き
、
記
載
内
容
の
信
滋
性
に
力
点
を
置
く
伝
記
の
編
纂
で
も
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
李
道
謙
自
身
が
、
儒
家
の
出
自
で
あ
り
、
「
之
を
胸
あ
ふ
臆
に
蓄
う
る
者
は
、
義
理
精
深
に
し
て
、
溢
れ
て
量
一
一
口
議
を
為
さ
ば
、
則
ち
英
華
祭
発
す
」
と
評
さ
れ
る
人
物
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
の
全
【
Mm】
真
教
の
潮
流
に
身
を
投
じ
た
当
の
知
識
人
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
『
終
南
山
祖
庭
仙
真
内
伝
』
(
縮
辺
)
は
、
提
点
終
南
甘
河
鎮
遇
仙
宮
事
の
王
道
明
が
至
元
二
十
一
年
二
月
に
著
し
た
序
文
を
巻
頭
に
置
く
。
時
を
同
じ
く
し
て
提
点
重
陽
万
寿
宮
事
で
あ
っ
た
李
道
謙
と
王
提
点
と
の
任
所
が
近
接
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
斯
書
の
成
立
は
、
序
文
執
筆
の
年
次
よ
り
そ
う
遡
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
勺
J
。
ら
ひ
と
主
は
雪
TJo
「
経
輸
の
オ
を
負
抱
す
る
も
、
世
に
用
い
為
れ
ず
、
独
り
其
の
身
を
普
く
し
て
、
情
然
と
し
て
委
腕
」
し
た
異
人
は
、
過
去
何
千
人
も
い
た
は
ず
だ
。
だ
が
、
そ
の
記
録
は
残
き
れ
ず
、
世
間
は
そ
の
存
在
を
殆
ど
知
ら
な
い
。
「
幸
い
に
し
て
事
を
好
む
者
あ
り
。
紀
か
え
録
し
て
伝
を
為
す
も
、
則
ち
又
其
の
事
を
神
と
す
る
に
過
ぎ
、
反
っ
て
後
世
を
し
て
尽
く
信
ず
る
こ
と
能
わ
さ
ら
使
む
」
。
対
し
て
、
李
君
は
、
祖
庭
に
住
し
た
師
真
の
伝
記
を
編
み
、
「
後
人
を
し
て
宗
本
す
る
所
を
知
ら
使
め
り
。
(
伝
記
の
)
其
の
辞
は
直
、
其
の
事
は
的
、
坦
然
す
ζ
明
白
、
略
し
も
読
修
な
し
」
。
「
其
の
用
心
、
宣
に
浅
浅
た
ら
ん
や
」
、
72 
深
謀
遠
慮
に
出
づ
る
作
品
だ
。
「
道
家
の
経
文
、
説
を
伝
え
謬
を
騒
ぐ
こ
と
、
一
日
に
あ
ら
ず
」
と
は
、
先
の
焚
経
碑
に
見
え
る
第
二
次
道
仏
衝
突
の
際
的
世
祖
の
論
断
で
あ
る
。
経
典
と
伝
記
、
そ
の
重
み
に
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
衆
真
向
伝
記
に
対
す
る
一
般
的
見
方
も
、
こ
れ
と
大
差
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
王
道
明
が
言
う
よ
う
に
、
神
秘
的
修
飾
の
過
度
な
伝
記
な
ど
世
間
は
信
用
し
な
い
の
で
あ
る
。
『
祖
庭
内
伝
』
の
成
立
時
期
は
、
そ
う
し
た
衝
突
の
直
後
に
か
け
う
る
。
記
事
の
信
滋
性
を
保
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
過
敏
な
ま
で
の
配
慮
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
U
F
伝
記
編
纂
の
際
的
緊
張
し
た
空
気
を
、
王
序
は
伝
え
る
。
そ
し
て
ま
た
、
王
道
明
自
身
も
、
論
争
に
敗
れ
た
道
教
徒
の
席
に
列
な
る
者
と
し
て
、
そ
の
身
の
処
し
方
を
慎
重
に
考
察
し
た
。
「
夫
れ
世
の
修
仙
に
賞
よ
所
何
者
は
、
亦
た
道
を
守
り
て
変
T
 
わ
ら
ず
、
陰
功
も
て
人
を
済
い
、
容
を
正
し
て
物
を
悟
ら
せ
、
順
に
処
し
時
に
安
ん
ず
る
に
在
る
の
み
」
(
王
序
)
。
『
祖
庭
内
伝
』
に
収
録
さ
れ
た
金
元
の
際
に
お
け
る
真
人
道
士
の
伝
記
に
は
、
い
ず
れ
に
も
個
々
の
撰
者
の
姓
名
は
な
い
。
記
載
内
容
の
真
偽
は
挙
げ
て
編
者
に
帰
す
る
の
で
あ
り
、
他
の
誰
に
も
文
責
は
負
わ
さ
な
い
と
の
表
明
で
あ
る
。
一
方
、
『
甘
水
仙
源
録
』
は
、
李
道
謙
自
ら
が
採
録
し
た
と
は
い
う
も
の
の
、
主
に
「
鴻
儒
短
筆
の
作
る
所
の
文
」
(
自
序
)
よ
り
成
る
作
品
で
あ
る
。
成
立
時
期
お
よ
び
収
録
さ
れ
る
衆
真
の
傾
向
が
近
似
す
る
ふ
た
つ
の
伝
記
集
の
、
唯
一
に
し
て
重
大
な
る
差
異
は
こ
こ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
仙
源
録
』
に
あ
っ
て
は
、
伝
記
と
し
て
の
信
湿
性
を
、
確
定
し
た
事
実
の
み
を
記
録
す
る
こ
と
だ
け
に
で
は
な
く
、
撰
者
自
身
の
社
会
的
信
頼
に
こ
そ
由
来
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
以
て
信
を
天
下
後
世
に
取
る
に
足
る
」
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
前
提
条
件
を
整
え
た
う
え
で
、
李
道
謙
は
、
編
者
と
し
て
の
自
己
の
見
解
を
こ
の
書
物
に
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
採
録
し
た
碑
文
を
ど
う
配
列
す
る
か
。
「
既
に
見
る
所
を
経
て
は
、
た
だ
随
即
ち
に
紀
録
し
、
集
め
て
一
書
と
為
し
」
(
自
序
)
た
と
語
り
は
す
る
が
、
李
道
謙
は
、
『
仙
源
録
』
の
巻
頭
を
先
に
挙
げ
た
至
元
六
年
の
詔
書
で
飾
り
、
以
下
、
教
祖
王
重
陽
お
よ
び
所
謂
る
七
真
関
係
の
墓
誌
を
並
べ
、
引
き
続
き
『
祖
庭
内
伝
』
で
も
取
り
上
げ
た
全
真
六
世
祖
清
和
手
真
人
や
七
世
祖
真
常
李
真
人
ら
に
か
ん
す
る
碑
銘
を
布
置
す
る
、
と
い
う
編
輯
を
行
な
う
。
ニ
れ
は
明
ら
か
に
、
全
真
教
が
公
許
の
道
教
で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
確
認
さ
せ
、
E
つ
正
史
の
本
紀
の
如
く
正
統
的
な
師
承
関
係
を
顕
示
し
よ
う
と
い
、
っ
意
図
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
至
元
二
十
四
年
四
月
、
「
甘
水
仙
源
録
自
序
」
執
筆
の
丁
度
一
年
前
に
、
李
道
謙
は
、
翰
林
直
学
士
挑
燥
(
一
二
三
八
二
ニ
二
ニ
、
宇
端
甫
、
号
牧
庵
、
河
北
蘇
門
人
)
に
対
し
、
七
真
の
ひ
と
り
で
あ
る
玉
陽
真
人
王
処
一
の
碑
文
を
著
す
よ
う
懇
願
し
て
い
M
V
「
求
道
の
確
、
成
道
的
娘
」
は
金
石
に
刻
む
こ
と
で
永
〈
世
間
に
伝
わ
る
も
の
だ
が
、
勺
づ
「
真
君
既
に
六
人
を
伝
う
る
も
、
独
り
是
れ
王
陽
の
み
尚
お
筆
に
属
ら
る
る
こ
と
な
し
」
。
七
真
の
う
ち
唯
一
欠
け
て
い
た
王
真
人
的
墓
誌
銘
を
史
臣
の
手
に
よ
っ
て
補
っ
て
も
ら
お
う
、
と
考
え
て
の
行
動
で
あ
る
。
そ
う
し
て
撰
述
を
受
諾
さ
せ
た
王
玉
陽
の
道
行
碑
を
も
含
め
(
巻
一
一
)
、
『
仙
源
録
』
は
完
成
す
る
。
ま
た
、
第
一
巻
に
載
る
翰
林
直
学
士
王
利
用
撰
「
全
真
第
二
代
丹
陽
抱
一
無
為
真
人
馬
宗
師
道
行
碑
」
も
、
至
元
十
九
年
八
月
、
李
道
謙
自
身
が
馬
丹
陽
町
「
行
状
」
を
携
え
て
玉
利
用
(
字
国
賓
、
号
山
木
、
通
州
都
県
人
)
を
訪
れ
、
執
筆
を
依
頼
し
た
成
果
で
あ
る
。
ま
さ
に
編
者
と
し
て
の
商
目
躍
如
、
焦
り
に
も
似
た
強
引
き
と
で
も
い
え
る
だ
ろ
、
っ
。
浦)
全
真
教
の
祖
師
た
ち
の
史
伝
を
世
間
に
認
知
さ
せ
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
李
道
謙
の
宿
願
で
あ
っ
た
。
至
元
十
七
年
正
月
に
世
祖
よ
り
限
《
問
】
西
五
路
西
田
叫
四
川
道
教
提
点
の
任
を
追
認
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
、
彼
は
各
地
の
道
観
に
師
真
の
砕
石
を
建
て
て
回
っ
て
い
M
V
ま
た
、
『
仙
源
録
』
を
通
覧
す
る
と
、
彼
以
外
の
道
士
た
ち
も
、
夙
に
仙
去
を
果
た
し
た
衆
真
の
碑
文
を
撰
述
す
る
よ
う
、
こ
の
時
期
改
め
て
諸
士
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
知
識
人
に
対
し
全
真
教
関
連
の
史
実
の
正
当
性
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
機
運
が
、
道
仏
の
第
二
次
対
立
後
、
そ
れ
以
前
向
全
真
教
の
布
教
方
針
を
先
鋭
化
さ
せ
る
形
で
、
ま
た
時
に
は
知
識
人
へ
の
迎
合
と
い
う
色
合
を
帯
ぴ
つ
つ
昂
揚
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
元代思湖研究序説(三73 
こ
う
し
た
機
運
の
集
大
成
と
し
て
『
仙
源
録
』
け
う
る
こ
と
は
、
以
上
概
観
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
全
真
教
の
巻
返
し
が
自
派
に
お
け
る
史
実
の
確
定
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
道
仏
論
争
的
発
端
が
そ
も
そ
も
道
土
に
よ
る
「
若
子
八
十
一
化
図
」
の
喧
伝
と
い
う
史
実
的
歪
曲
に
あ
っ
た
こ
と
の
裏
返
し
に
も
見
え
、
誠
に
興
味
深
い
。
特
定
の
宗
派
に
か
ん
す
る
伝
記
集
と
い
え
ば
、
道
教
上
清
派
の
『
茅
山
志
』
三
十
三
巻
(
縮
9
)
が
想
起
さ
れ
る
。
編
者
で
あ
る
嗣
上
清
四
十
五
代
宗
一
師
劉
大
彬
の
「
茅
山
志
叙
録
し
は
天
暦
元
二
三
二
八
)
年
の
執
筆
で
あ
る
が
、
呉
全
節
が
寄
せ
た
斯
書
へ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
山
志
編
纂
の
計
画
は
至
大
三
二
三
一
O
)
年
ご
ろ
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
計
画
立
案
の
時
期
が
既
に
道
教
の
復
興
が
か
な
っ
た
段
階
に
あ
た
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
書
物
が
『
仙
源
録
』
の
編
纂
と
同
様
の
意
図
よ
り
出
た
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
、
『
仙
源
録
』
な
ど
全
真
教
の
成
功
へ
の
追
随
と
見
倣
し
た
方
が
よ
い
。
要
す
る
に
、
至
元
後
半
に
お
け
る
全
真
教
の
史
実
確
定
の
運
動
は
、
江
南
諸
道
教
に
で
は
な
く
、
全
真
教
そ
れ
の
み
に
負
わ
さ
れ
た
課
題
へ
の
回
答
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
道
仏
論
争
の
当
事
者
で
あ
る
全
真
教
は
、
こ
れ
を
果
た
す
こ
と
で
よ
う
や
く
江
南
道
教
と
同
じ
位
置
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
は
、
『
道
徳
経
』
の
み
を
尊
崇
せ
よ
と
の
第
二
次
裁
定
は
、
道
教
諸
派
に
如
何
な
る
思
想
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
。
裁
定
成
立
の
事
そ
し
て
、
を
位
置
づ
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情
か
ら
推
せ
ば
、
こ
の
裁
定
は
中
国
会
土
の
道
教
徒
が
遵
守
す
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
代
前
半
に
お
け
る
『
道
徳
経
』
受
容
の
全
体
像
の
解
明
は
他
日
に
期
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
全
真
教
の
対
応
を
中
心
に
考
察
し
て
お
く
。
三
、
「
楼
観
大
宗
聖
宮
重
修
説
経
台
記
」
信
徒
が
謂
習
す
べ
き
書
物
と
し
て
、
開
祖
自
身
が
道
教
経
典
か
ら
『
道
徳
経
』
お
よ
び
『
清
浄
経
』
を
指
定
し
て
い
る
こ
と
を
顧
み
れ
ば
、
『
道
徳
経
』
の
み
を
尊
崇
せ
よ
と
の
第
二
次
裁
定
は
、
全
真
教
徒
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
そ
の
信
仰
活
動
へ
の
外
的
規
制
と
は
意
識
さ
れ
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
師
説
に
忠
実
な
原
理
主
義
的
活
動
を
展
開
す
る
機
縁
に
も
利
用
し
う
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
斯
経
を
経
世
済
民
に
有
益
な
書
物
だ
と
し
た
為
政
者
向
判
断
、
遡
っ
て
は
仏
者
と
の
論
争
の
際
に
道
士
が
着
せ
ら
れ
た
真
理
の
理
解
に
お
い
て
狭
院
な
る
者
と
の
汚
名
が
、
彼
ら
に
如
何
な
る
影
響
を
も
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
は
考
、
え
に
く
い
。
上
述
の
李
道
謙
が
、
第
二
次
裁
定
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
つ
つ
、
知
識
人
へ
の
妥
協
を
一
面
で
計
り
な
が
ら
も
全
真
教
の
社
会
的
地
位
の
回
復
に
努
め
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
李
道
謙
に
、
至
元
二
十
一
(
一
二
八
四
)
年
陽
復
日
撰
述
の
「
楼
観
大
宗
聖
宮
重
修
説
経
台
記
」
(
『
道
家
金
石
崎
』
六
四
二
頁
以
下
)
と
題
す
る
碑
文
が
あ
る
。
説
経
台
と
は
、
そ
の
昔
、
西
遊
途
上
の
老
子
が
関
令
予
喜
の
要
請
に
応
じ
『
道
徳
経
』
を
講
授
し
た
場
所
と
し
て
、
古
来
道
士
た
ち
に
仰
望
さ
れ
て
き
た
台
閣
で
あ
る
。
そ
の
改
修
を
祝
し
て
起
草
し
た
一
文
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
李
道
謙
は
、
自
身
内
『
道
徳
経
』
理
解
を
こ
こ
に
ま
と
め
て
披
露
し
て
い
る
。
第
二
次
裁
定
後
に
示
さ
れ
た
全
真
教
徒
に
よ
る
『
道
徳
経
』
観
の
好
例
と
し
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
「
老
子
な
る
者
は
道
な
り
。
無
恒
の
先
に
生
ま
れ
、
太
初
の
前
に
起
こ
る
」
、
と
老
子
を
道
と
同
一
化
し
つ
つ
あ
ら
ゆ
る
存
在
の
始
原
と
捉
え
、
そ
う
し
た
老
子
が
伝
説
の
太
古
に
あ
っ
て
は
♂
時
を
倒
れ
よ
み
て
教
え
を
垂
る
る
に
、
代
よ
帝
師
と
為
り
」
、
「
其
の
迩
を
段
周
に
降
す
に
歪
り
、
経
を
伝
え
道
を
授
」
け
た
、
と
い
う
古
代
に
お
け
る
老
子
の
化
現
お
よ
び
『
道
徳
経
』
の
成
立
に
か
ん
す
る
教
派
の
通
説
を
枕
に
、
以
下
、
『
道
徳
経
』
の
宗
旨
が
明
か
さ
れ
る
。
清
静
無
為
を
以
て
宗
と
為
し
、
虚
明
応
物
を
以
て
用
と
為
し
、
慈
倹
不
争
を
以
て
行
と
為
す
。
之
を
以
て
身
を
修
む
れ
ば
則
ち
身
修
ま
り
、
之
を
以
て
家
を
斉
う
れ
ば
即
ち
家
斉
い
、
之
を
以
て
国
を
治
的
天
下
を
平
ら
か
に
す
れ
ば
、
則
ち
国
治
ま
り
て
天
下
平
ら
か
な
り
。
是
れ
蓋
し
要
を
乗
り
本
を
執
り
、
常
道
的
存
す
る
こ
と
あ
れ
ば
な
り
。
前
述
の
焚
経
碑
は
「
清
浄
」
と
「
無
為
」
と
を
老
子
の
道
の
宗
本
と
見
倣
し
て
い
た
。
こ
こ
で
も
『
道
徳
経
』
の
主
旨
を
同
様
に
捉
え
、
そ
う
し
た
道
の
枢
要
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
身
体
の
み
な
ら
ず
天
下
国
家
を
も
然
る
べ
く
整
え
う
る
こ
と
が
、
『
大
学
』
に
由
来
す
る
慣
用
表
現
を
用
い
て
強
調
さ
れ
る
。
道
の
枢
要
と
は
ど
う
い
っ
た
境
涯
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
と
経
世
と
は
ど
う
結
び
つ
く
の
か
。
で
は
、
故
に
是
内
道
を
体
す
る
者
は
、
古
今
な
く
終
始
な
く
、
天
地
向
先
に
在
る
も
古
し
と
為
さ
ず
、
天
地
を
後
に
し
て
存
す
る
も
老
い
た
り
と
は
か
為
さ
ず
。
有
に
あ
ら
ず
無
に
あ
ら
ず
し
て
有
無
を
該
ね
、
悶
悶
往
来
す
る
に
あ
ら
ざ
る
も
閤
閥
往
来
を
行
う
。
寂
に
し
て
霊
、
空
に
し
て
妙
、
危
其
の
深
き
こ
と
見
る
べ
か
ら
ず
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
に
至
る
。
其
の
無
為
危
る
や
至
れ
り
。
其
の
用
い
て
有
を
為
す
に
及
ょ
や
、
天
地
内
人
物
を
産
'4h
ご
と
b
み
為
L
、
人
物
は
皆
な
元
気
を
極
う
る
が
若
し
。
大
道
派
か
れ
て
徳
仁
義
札
と
為
り
、
而
し
て
徳
仁
義
礼
よ
り
万
有
に
至
る
も
、
文
た
皆
な
之
を
分
戦
混
成
す
。
浦)
道
的
体
得
は
有
無
空
妙
を
包
摂
し
た
超
越
者
と
し
て
の
境
涯
で
呆
た
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
境
涯
が
改
め
て
至
れ
る
「
無
」
と
表
現
さ
れ
る
。
他
方
、
こ
こ
で
は
、
体
道
者
に
よ
る
道
の
具
体
化
と
し
て
の
有
為
の
内
容
も
、
『
道
徳
経
』
本
文
に
拠
り
つ
つ
説
明
さ
れ
る
。
大
道
が
徳
仁
義
札
と
い
っ
た
個
別
的
な
徳
目
か
ら
万
事
万
物
ま
で
を
派
生
さ
せ
、
同
時
に
そ
れ
ら
万
物
は
個
々
に
道
を
載
在
さ
せ
、
道
と
揮
然
一
体
の
も
の
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
次
第
で
あ
る
。
然
る
べ
き
世
界
を
全
て
道
的
具
体
化
と
す
る
観
念
が
、
道
の
把
握
と
経
世
済
民
と
を
結
合
さ
せ
る
。
だ
が
、
具
体
化
さ
れ
た
万
有
に
お
い
て
、
道
の
「
無
」
な
る
性
格
に
は
如
何
な
る
意
義
が
存
す
る
の
か
。
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無
即
一
、
夫
れ
之
を
、
未
だ
始
め
よ
り
智
よ
り
豊
か
に
し
て
恐
ょ
た
盆
り
秋
り
ず
、
生
ま
れ
て
有
り
死
し
て
亡
き
に
は
あ
ら
ず
と
言
、
っ
。
聖
狂
は
殊
な
ら
ざ
る
も
党
味
殊
な
り
、
明
暗
岬
は
時
に
在
り
て
心
に
在
ら
ず
。
至
っ
て
均
且
つ
完
、
各
お
の
相
い
借
り
ず
。
其
の
有
無
妙
徴
と
回
え
る
者
は
、
即
ち
易
の
上
下
道
器
な
り
。
生
生
の
本
は
是
こ
に
在
り
。
『
道
徳
経
』
に
よ
れ
ば
道
に
根
ざ
し
た
「
ご
よ
り
生
ず
そ
の
「
一
」
と
先
の
絶
対
内
「
無
」
と
は
表
裏
一
体
だ
と
い
う
。
こ
の
一
体
状
態
は
、
も
と
よ
り
、
世
間
的
な
智
愚
を
単
に
越
え
た
境
地
で
も
、
か
と
い
っ
て
存
亡
無
常
の
生
死
す
る
在
り
方
で
も
な
い
。
智
愚
生
死
を
離
れ
ず
且
つ
そ
れ
ら
に
囚
わ
れ
な
い
境
涯
が
、
一
体
状
態
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
無
」
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、
現
実
存
在
が
自
由
自
在
の
境
涯
を
実
現
し
う
る
根
拠
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
。
引
き
続
き
、
こ
の
世
の
中
の
人
聞
は
、
平
等
に
且
つ
完
全
な
状
態
で
有
無
相
即
の
道
を
具
え
て
い
る
こ
と
、
要
は
、
自
分
自
身
が
そ
の
道
を
開
示
す
る
か
杏
か
で
あ
り
、
そ
の
際
他
者
の
助
け
は
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
無
」
は
、
人
聞
の
完
全
性
を
保
証
す
る
も
の
で
も
あ
る
わ
け
だ
。
伝
記
に
よ
れ
同
v
李
道
謙
は
、
『
道
徳
経
』
と
『
周
易
』
と
の
諦
読
を
朝
の
日
課
に
し
て
い
た
。
何
故
、
『
道
徳
経
』
だ
け
で
な
く
『
周
易
』
ま
で
を
も
諦
読
の
対
象
に
選
ん
だ
の
か
。
『
道
徳
経
』
の
首
章
で
は
、
道
の
性
格
が
「
有
と
無
」
「
妙
と
徽
」
と
い
っ
た
言
葉
で
解
説
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
一
言
葉
が
、
こ
こ
で
は
、
『
周
易
』
に
い
う
形
而
上
の
万
有
は
、
司
令
。
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道
と
形
而
下
の
器
と
の
概
念
に
対
応
さ
せ
ら
れ
る
。
『
道
徳
経
』
と
『
周
易
』
と
で
は
、
そ
の
本
体
論
に
お
い
て
同
一
の
基
盤
に
立
つ
と
め
観
念
で
あ
る
。
道
に
お
け
る
有
無
相
即
の
関
係
は
、
当
然
、
『
周
易
』
の
道
器
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
同
-
の
本
体
論
を
共
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
『
道
徳
経
』
の
道
に
こ
と
さ
ら
『
周
易
』
の
道
器
論
を
対
応
さ
せ
る
の
は
、
『
道
徳
経
』
に
は
明
言
さ
れ
な
い
な
に
も
の
か
を
『
周
易
』
が
述
べ
て
お
り
、
そ
の
事
柄
は
、
こ
の
世
に
生
き
る
存
在
の
生
存
の
根
本
で
あ
る
「
生
生
の
本
」
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
だ
、
と
の
判
断
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
碑
文
は
以
下
の
よ
う
に
一
言
葉
を
継
ぐ
。
夫
れ
易
は
三
聖
に
作
ら
れ
、
天
人
的
道
を
極
む
。
人
事
的
始
終
を
究
的
、
天
地
の
運
動
を
合
し
て
、
有
無
相
い
乗
り
、
盈
虚
相
い
撞
く
。
此
れ
天
地
の
用
、
聖
人
の
功
た
る
な
り
。
市
し
て
老
干
の
書
は
、
進
辞
立
k
 
用
、
一
に
皆
な
冥
契
す
。
特
だ
天
地
範
囲
す
る
の
表
に
出
で
ん
と
欲
し
て
、
前
古
聖
人
的
未
だ
法
わ
ざ
る
所
向
者
を
道
う
も
、
然
れ
ど
も
亦
た
盈
虚
相
い
盤
き
、
有
無
相
い
乗
る
に
外
な
ら
ず
。
『
周
易
』
に
描
き
尽
く
さ
れ
た
天
地
化
育
の
作
用
、
聖
人
経
世
の
功
業
を
、
李
は
尊
重
す
る
ら
し
い
。
「
老
子
の
書
」
の
言
葉
は
、
暗
々
裏
に
こ
の
功
用
を
語
る
と
も
さ
れ
る
。
功
用
が
そ
れ
と
し
て
具
体
化
す
る
論
理
的
な
前
提
の
「
盈
虚
」
「
有
無
」
の
交
錯
を
、
道
に
事
寄
せ
つ
つ
解
説
し
て
い
る
、
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
『
道
徳
経
』
は
、
同
一
の
本
体
論
を
橋
渡
し
に
、
化
育
経
世
の
功
用
を
述
べ
る
『
周
易
』
と
結
び
付
け
ら
れ
、
経
世
の
書
物
と
し
て
の
正
し
き
由
緒
を
獲
得
し
た
。
一
連
の
論
説
の
ひ
と
ま
ず
の
結
論
が
左
様
で
あ
る
こ
と
は
、
至
極
当
然
で
あ
る
。
所
謂
る
道
な
る
者
は
、
蓋
し
犠
皇
周
孔
の
貫
く
所
な
れ
ば
、
宣
に
復
た
(
老
子
に
も
)
異
な
る
所
あ
ら
ん
や
。
六
経
向
学
は
万
世
を
綱
紀
す
。
而
し
て
(
道
徳
)
二
篇
の
要
も
、
又
た
将
た
六
経
の
外
に
得
る
こ
と
あ
ら
ん
や
。
以
上
の
紹
介
の
限
り
で
は
、
『
道
徳
経
』
を
経
世
の
書
物
と
し
て
定
位
さ
せ
る
こ
と
が
、
第
二
次
裁
定
を
受
諾
し
た
道
士
に
と
っ
て
の
使
命
で
あ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
李
道
謙
は
、
『
道
徳
経
』
の
無
為
概
念
の
根
源
的
絶
対
性
を
、
老
子
町
教
え
を
信
奉
す
る
道
士
と
し
て
対
外
的
に
誇
示
し
つ
つ
も
、
右
の
よ
う
に
裁
定
の
意
図
を
汲
ん
で
、
一
文
を
草
し
た
の
で
あ
っ
た
。
園
、
元
初
の
全
真
教
と
『
道
徳
経
』
至
元
二
十
九
(
一
二
九
二
年
冬
、
翰
林
学
土
と
し
て
上
都
に
招
聴
さ
れ
て
い
た
王
悔
(
一
二
二
七
一
三
O
四
、
字
仲
謀
、
河
南
汲
県
人
)
の
も
と
へ
、
時
的
全
真
掌
教
張
志
悟
が
或
る
道
士
を
連
れ
て
来
た
。
重
陽
公
主
の
玄
学
の
師
を
務
め
る
人
物
だ
と
い
う
。
会
見
の
直
後
、
王
慨
は
師
の
弟
子
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
、
そ
の
『
老
子
街
義
』
に
対
す
る
序
文
を
執
筆
す
る
。
こ
の
注
釈
書
自
体
は
未
見
で
あ
る
が
、
王
序
に
よ
れ
ば
、
斯
書
は
、
「
養
生
」
や
「
尚
玄
」
を
説
く
の
で
は
な
く
「
治
平
に
根
ざ
す
者
、
多
し
と
為
す
」
書
物
で
あ
り
、
そ
の
主
張
は
、
自
ら
も
道
教
徒
で
あ
っ
た
王
慢
の
意
向
に
も
合
致
し
た
ら
し
い
(
「
老
子
街
義
序
」
『
秋
澗
集
』
巻
四
十
二
)
。
と
こ
ろ
で
、
以
下
に
引
用
す
る
文
章
は
注
目
す
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
う
。
発
言
の
主
は
喰
清
中
、
湖
南
長
沙
の
士
人
で
丸
山
目
。
a
v
勺
泊
む
欽
し
み
て
惟
う
に
、
天
朝
、
聖
教
を
噂
屈
指
し
、
人
綱
を
扶
植
せ
ん
と
す
ぺ
ah
た
し
て
、
凡
て
の
道
家
博
会
の
文
を
ぱ
、
乗
り
て
炎
火
に
昇
、
っ
。
惟
だ
道
徳
一
経
の
み
、
持
然
と
し
て
独
存
し
、
嫡
嫡
と
し
て
世
に
行
な
わ
る
こ
と
、
自
の
天
に
麗
く
が
如
し
。
蛍
に
天
に
あ
ら
ざ
る
か
。
天
、
既
に
斯
道
を
昔
に
略
ま
さ
ず
し
て
、
復
た
大
い
に
斯
道
を
今
に
顕
ら
か
に
せ
ん
と
す
。
浦
聖
教
、
斯
道
は
と
も
に
老
子
の
教
、
え
の
こ
と
、
先
の
第
二
次
裁
定
を
天
内
配
剤
で
あ
る
と
捉
え
歓
迎
し
よ
う
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
て
偽
経
と
区
別
さ
れ
、
世
間
に
普
及
し
た
『
道
徳
経
』
ど
う
e
t
で
は
あ
る
が
、
「
賞
冠
の
徒
、
朝
吟
夕
掘
削
す
る
に
、
聞
に
未
だ
句
読
す
ら
知
ら
ざ
る
者
あ
り
」
、
自
分
の
理
解
と
は
異
な
っ
た
読
み
方
が
な
さ
れ
て
い
る
と
見
え
た
。
そ
こ
で
彼
は
人
々
を
啓
蒙
し
、
そ
の
成
果
を
『
道
徳
経
集
義
』
に
ま
と
め
る
。
至
元
二
十
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
儒
仏
道
「
一
ニ
教
の
名
は
殊
な
る
と
雄
も
、
三
教
の
理
は
則
ち
一
な
り
」
と
の
立
場
よ
り
す
る
、
「
援
証
は
必
ず
之
を
経
伝
に
拠
り
、
議
論
は
諸
を
儒
先
に
根
ざ
し
た
」
書
物
な
の
だ
と
い
う
。
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そ
の
後
、
喰
清
中
は
至
元
二
十
八
年
の
歳
貢
に
与
か
り
、
「
易
老
二
書
を
以
て
進
呈
し
」
、
湖
南
宝
慶
路
学
教
授
の
欠
貝
に
充
当
さ
れ
る
。
こ
の
二
書
が
直
接
何
を
指
す
か
は
礎
昧
だ
が
、
三
教
一
致
の
彼
の
立
場
か
ら
し
て
、
『
周
易
』
と
『
道
徳
経
』
と
に
対
す
る
彼
の
理
解
は
相
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
輸
に
あ
っ
て
、
『
道
徳
経
』
の
道
が
「
太
極
の
全
体
、
万
理
の
総
名
」
と
定
義
さ
れ
る
。
「
易
に
太
極
あ
り
」
と
は
『
周
易
』
繋
辞
上
伝
の
一
句
で
あ
る
が
、
喰
清
中
は
、
諸
学
の
根
抵
な
い
し
万
事
万
物
の
根
拠
と
し
て
『
道
徳
経
』
の
道
を
附
明
す
る
に
あ
た
り
、
『
周
易
』
を
積
極
的
に
援
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
考
は
、
喰
清
中
町
周
囲
に
お
い
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
彼
の
書
物
を
も
収
録
す
る
劉
惟
氷
編
集
、
丁
易
束
校
正
の
『
道
徳
経
集
義
』
十
七
巻
(
縮
m
-
M
)
に
は
、
同
時
代
同
傾
向
の
注
釈
が
七
点
並
ん
で
い
M
V
す
な
わ
ち
、
焚
経
の
裁
定
以
後
に
著
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
書
物
で
あ
る
。
劉
惟
永
は
常
徳
路
玄
妙
観
提
点
的
道
官
で
あ
り
、
丁
易
東
(
字
漠
臣
、
湖
南
武
陵
人
)
は
故
郷
に
私
学
を
創
設
し
そ
こ
で
子
弟
の
教
育
を
行
な
っ
て
い
た
南
宋
の
遺
老
で
あ
る
。
如
上
、
湖
広
地
方
に
お
け
る
『
道
徳
経
』
注
釈
の
動
き
が
、
先
的
裁
定
を
契
機
と
し
て
、
一
定
の
方
向
性
を
持
ち
且
つ
知
識
人
層
の
支
持
を
も
取
り
付
け
つ
つ
拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
先
の
『
老
子
街
義
』
は
ど
、
つ
だ
ろ
う
。
湖
広
の
情
況
78 
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
『
道
徳
経
』
に
対
す
る
注
釈
の
運
動
が
北
中
国
に
も
定
着
し
、
そ
う
し
た
時
流
の
な
か
で
作
成
さ
れ
た
書
物
に
見
え
る
。
憶
か
に
、
『
老
子
街
義
』
の
内
容
は
、
李
道
謙
が
示
し
た
経
世
の
書
と
し
て
の
『
道
徳
経
』
と
い
う
理
解
に
通
じ
る
。
加
、
え
て
、
斯
書
を
評
価
す
る
知
識
人
も
お
り
は
す
る
。
だ
が
、
北
中
国
内
人
士
が
至
元
年
間
後
半
に
老
子
注
を
作
成
し
た
と
の
情
報
は
、
現
在
僅
か
し
か
な
い
。
偶
々
そ
れ
が
今
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
太
宗
の
末
年
、
甲
午
の
歳
(
一
二
三
四
年
)
に
楼
雲
主
真
人
の
説
法
を
聞
き
、
す
ぐ
さ
ま
全
真
教
に
帰
依
し
た
姫
志
真
(
一
一
九
三
ー
一
二
六
八
、
初
名
刑
判
、
字
鞠
之
、
知
常
子
、
山
西
高
平
人
)
に
は
、
司
道
徳
経
総
章
』
や
『
周
易
直
解
』
な
ど
の
専
著
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
至
一
万
四
(
一
二
六
七
)
年
二
月
に
下
さ
れ
た
彼
に
対
す
る
真
人
号
賜
与
の
詔
書
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
る
ほ
ど
、
高
い
評
価
を
得
た
注
釈
書
で
あ
っ
一
明
書
物
の
実
際
は
現
在
未
詳
で
あ
る
が
、
彼
の
思
想
の
概
略
は
、
そ
の
詩
文
集
で
あ
る
『
雲
山
集
』
八
巻
(
縮
必
)
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
姫
志
真
は
、
全
真
教
の
祖
師
王
重
陽
が
今
に
伝
え
た
事
柄
と
は
、
尋
俗
の
人
間
に
は
知
覚
し
が
た
い
「
自
本
自
根
、
亘
古
よ
り
以
て
固
く
存
し
て
壊
れ
ざ
る
者
」
だ
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
も
の
と
は
、
っ
か
則
ち
気
運
の
変
に
も
役
わ
る
る
べ
か
ら
ず
、
化
機
内
動
に
も
未
だ
始
的
ょ
っ
出
で
ず
、
広
漢
の
郷
に
迫
遁
と
し
て
、
噴
根
の
野
に
放
任
す
。
隠
顕
測
ら
る
る
こ
と
な
く
、
応
変
無
方
、
細
に
し
て
去
を
に
入
り
、
大
に
し
て
宇
宙
を
包
む
。
有
に
在
り
て
有
に
あ
ら
ず
、
空
に
居
り
て
空
な
ら
ず
、
清
浄
た
る
こ
と
本
よ
り
然
り
て
、
古
今
常
若
た
り
、
と
い
う
性
格
の
、
先
天
の
至
道
だ
と
理
解
す
る
(
「
重
陽
祖
師
開
道
碑
」
『
雲
山
集
』
巻
七
)
。
現
象
と
と
も
に
浮
沈
す
る
こ
と
な
く
絶
対
の
境
地
に
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
、
そ
の
変
化
は
自
在
、
世
界
に
遍
く
存
在
し
、
個
別
事
象
に
即
し
つ
つ
も
そ
れ
を
超
え
、
超
越
の
境
位
に
あ
っ
て
も
そ
れ
に
滞
ら
ず
、
恒
常
的
に
清
浄
な
る
も
の
、
こ
れ
が
道
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
道し
と法祖
ーを師
為娩は
るす此
、るれ
にを
至以
りて
て本
を
不立
死て
不
生此
にれ
直を
入以
して
、世
i昆に
論応
胞じ
A 
M 
た形
りを
て挽
祖
師
は
生
死
輪
廻
を
超
脱
し
て
道
と
一
体
化
し
た
と
の
言
葉
に
続
け
、
「
此
れ
亦
た
妄
り
に
其
の
越
を
測
る
の
み
、
即
よ
り
其
の
迩
す
る
所
以
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
、
道
そ
の
も
の
を
言
語
表
現
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
も
わ
き
ま
え
て
、
一
文
を
締
め
括
る
。
と
こ
ろ
で
、
姫
志
真
が
王
棲
雲
に
師
事
し
た
そ
の
前
の
年
、
当
時
的
全
真
掌
教
で
あ
っ
た
清
和
手
真
人
は
、
義
州
通
仙
観
で
郭
志
全
に
『
道
徳
経
』
各
章
の
講
義
を
さ
せ
、
そ
の
講
義
が
終
わ
る
ご
と
に
、
当
該
章
句
の
主
旨
を
、
祖
師
た
ち
の
言
葉
を
交
え
つ
つ
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
講
義
に
お
け
る
真
人
の
発
言
部
分
が
、
『
清
和
真
人
北
遊
語
録
』
四
巻
(
縮
問
山
)
の
後
半
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
解
説
の
意
図
は
、
受
講
者
に
「
識
心
見
性
し
て
真
空
を
得
る
」
(
巻
浦)
と
た
め
の
手
掛
か
り
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
講
義
を
聴
く
に
し
て
も
、
「
若
し
只
だ
其
の
語
言
の
妙
を
得
る
の
み
に
し
て
、
自
己
の
性
上
に
妙
用
を
得
ざ
れ
ば
、
全
く
事
を
悌
さ
」
な
い
(
同
前
)
が
故
の
老
婆
心
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
「
今
の
人
、
或
い
は
実
功
実
行
に
務
め
て
以
て
其
の
福
を
成
き
ず
、
而
し
て
徐
だ
空
想
を
労
す
の
み
。
す
真
道
に
入
ら
ん
と
要
る
も
、
未
だ
空
に
落
ち
ぎ
る
者
あ
ら
ず
。
哀
し
い
哉
」
(
巻
三
/
八
a)
と
、
現
実
的
世
界
を
離
れ
て
道
を
妄
想
す
る
落
空
の
徒
を
批
判
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
で
は
、
真
の
修
道
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。
「
我
の
真
を
喪
」
わ
な
い
た
め
に
は
、
自
己
の
身
体
を
虚
仮
と
知
り
、
そ
れ
に
執
f
 
若
し
な
い
こ
と
で
あ
る
(
同
十
三
a)。
「
一
物
を
し
て
一
心
を
累
わ
さ
ず
、
虚
を
致
し
寂
に
至
り
、
寂
す
る
所
の
地
を
無
か
ら
使
的
、
功
行
兼
備
す
れ
ば
、
則
ち
福
至
る
」
(
同
七
b
)
と
あ
る
よ
う
に
、
「
実
功
実
行
」
の
前
提
条
件
と
し
て
、
外
物
へ
の
従
属
に
よ
る
妄
想
を
滅
尽
し
且
つ
そ
の
寂
滅
の
境
地
に
も
止
ま
ら
な
い
修
行
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
に
即
応
し
た
真
空
と
は
、
自
他
を
空
じ
尽
く
し
そ
の
空
に
も
執
着
し
な
い
所
に
実
現
さ
れ
る
と
い
う
具
合
な
の
で
あ
る
。
再
ぴ
姫
志
真
、
彼
は
全
真
教
の
教
義
を
総
括
し
て
、
「
重
玄
向
上
を
以
て
宗
と
為
し
、
無
為
清
浄
を
以
て
常
と
為
し
、
法
相
応
感
を
以
て
末
と
為
し
、
実
を
掠
り
華
を
去
り
、
淳
に
還
り
撲
に
返
る
」
と
捉
え
、
こ
れ
こ
そ
が
「
老
氏
の
心
印
を
得
る
者
」
だ
と
言
、
っ
(
「
終
南
山
楼
雲
観
碑
」
『
雲
山
集
』
巻
七
)
。
こ
こ
で
「
重
玄
向
上
」
を
「
無
為
清
浄
」
四
/
十
一
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の
上
に
立
て
る
の
は
、
「
無
為
清
浄
」
に
す
ら
執
着
し
な
い
「
玄
之
又
玄
」
の
境
涯
に
お
け
る
自
己
的
向
上
解
脱
こ
そ
が
、
宗
門
の
第
一
義
で
あ
る
と
確
信
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ヂ
清
和
に
よ
る
解
説
が
『
道
徳
経
』
の
講
義
に
因
ん
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
こ
れ
を
、
全
真
教
の
正
統
的
な
『
道
徳
経
』
解
釈
の
態
度
と
見
る
の
も
可
能
で
あ
る
う
。
そ
し
て
、
こ
の
精
神
は
、
『
道
徳
経
総
章
』
の
著
者
姫
志
真
に
も
、
過
不
足
な
く
継
日
本
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
至
元
元
(
一
二
六
四
)
年
、
世
祖
に
向
か
い
翰
林
学
士
院
の
創
設
を
進
言
し
え
た
玉
鵠
(
一
一
九
O
一
二
七
三
、
字
百
一
、
曹
州
東
明
人
)
は
、
同
時
に
姫
志
真
の
方
外
的
友
人
と
し
て
、
彼
の
『
周
易
直
解
』
や
『
雲
山
集
』
に
対
し
序
文
を
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
王
鵠
が
至
元
初
年
に
勅
命
を
奉
じ
て
撰
述
し
た
碑
文
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
A
U〕喝。
此
れ
を
推
し
て
以
て
天
下
を
平
ら
か
に
す
れ
ば
、
国
家
に
余
誼
な
し
。
正
心
修
身
に
至
り
て
は
、
(
道
徳
)
二
経
に
具
載
さ
れ
、
之
を
求
む
れ
ば
則
ち
余
り
あ
り
。
「
此
れ
」
と
は
、
そ
の
直
前
に
例
示
さ
れ
た
『
道
徳
経
』
中
の
片
Amv 
言
隻
句
を
指
す
。
右
の
文
章
の
前
半
は
、
そ
れ
ら
『
道
徳
経
』
の
教
説
を
敷
桁
す
る
こ
と
で
国
家
は
十
二
分
に
治
的
う
る
こ
と
を
、
後
半
は
、
『
道
徳
経
』
に
は
修
養
の
た
め
の
文
一
言
が
充
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
を
語
る
。
王
監
同
は
、
両
説
を
併
記
す
る
こ
と
で
、
主
に
修
身
内
書
と
し
80 
て
認
識
さ
れ
る
『
道
徳
経
』
が
、
実
は
国
家
経
営
の
秘
訣
を
も
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
姫
志
真
と
の
交
友
か
ら
推
し
て
、
王
鵠
と
は
、
全
真
教
に
好
意
的
な
人
物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
勅
撰
の
碑
文
に
示
さ
れ
た
『
道
徳
経
』
観
も
、
全
真
教
の
周
辺
に
位
置
す
る
儒
臣
と
し
て
の
正
直
な
意
見
と
見
て
お
い
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
《
mv
き
て
、
安
部
健
夫
氏
が
精
査
さ
れ
た
よ
う
に
、
王
鴇
は
、
世
祖
登
極
に
前
後
す
る
元
朝
の
有
力
な
儒
箆
と
し
て
、
自
身
と
そ
の
出
自
を
一
に
す
る
「
束
平
派
」
の
人
士
を
多
く
翰
林
院
に
招
い
て
い
る
。
他
方
、
そ
れ
に
平
行
し
て
、
許
衡
以
下
因
子
学
系
的
人
脈
が
豊
か
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
王
鵠
お
よ
び
挑
憾
と
い
っ
た
両
派
の
中
心
人
物
の
名
が
、
『
仙
源
録
』
に
収
録
さ
れ
た
碑
文
の
撰
者
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
斯
書
編
集
の
意
図
か
ら
す
れ
ば
、
当
世
に
お
け
る
儒
臣
町
二
大
派
閥
に
向
け
て
、
相
等
し
く
全
真
教
の
由
緒
正
し
さ
を
説
い
た
、
と
も
極
言
し
う
る
。
な
か
で
も
、
王
鳴
の
推
薦
を
受
け
た
翰
林
学
士
ら
が
、
一
方
で
、
前
述
の
道
書
焚
段
の
碑
文
を
撰
述
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
仙
源
録
』
に
王
鵠
、
王
磐
ら
の
文
章
を
並
べ
る
こ
と
は
、
翰
林
院
に
反
道
教
臭
を
嘆
ぎ
と
り
か
ね
な
い
輿
論
に
対
抗
し
て
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
意
図
を
含
ん
だ
行
為
だ
と
も
思
、
λ
る。
道
仏
の
第
二
次
対
立
を
承
け
、
世
祖
が
「
賞
老
の
言
L
は
政
治
に
役
立
つ
と
反
省
し
伝
う
べ
き
道
典
を
「
儒
臣
」
に
論
定
さ
せ
た
と
の
記
録
は
、
既
に
紹
介
し
た
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
「
儒
臣
」
に
も
、
王
鴇
の
よ
う
な
『
道
徳
経
』
観
が
浸
透
し
て
い
た
。
勺
儒
臣
」
の
意
向
を
予
的
汲
み
、
世
祖
は
『
道
徳
経
』
を
経
世
の
書
と
し
て
尊
崇
さ
せ
た
、
と
見
る
方
が
真
実
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
き
れ
ば
、
李
道
謙
が
「
楼
観
大
宗
聖
宮
重
修
説
経
台
記
」
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
な
、
儒
町
六
経
と
『
道
徳
経
』
と
の
同
一
性
の
主
張
は
、
間
違
い
な
く
「
儒
臣
」
の
共
感
を
獲
得
し
た
は
ず
だ
。
こ
う
し
て
先
の
第
二
次
裁
定
は
、
全
真
教
徒
と
儒
臣
と
の
相
互
交
流
を
促
進
す
る
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
李
道
謙
個
人
に
あ
っ
て
、
手
清
和
か
ら
姫
志
真
へ
流
れ
こ
ん
だ
全
真
教
正
統
の
『
道
徳
経
』
観
は
、
ど
う
消
化
さ
れ
て
い
た
か
。
李
道
謙
も
ま
た
姫
志
真
同
様
、
有
無
相
即
の
関
係
で
道
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
裁
定
を
深
刻
に
受
け
と
め
た
人
間
に
お
い
て
も
、
道
の
理
解
は
一
定
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
姫
志
真
の
文
章
か
ら
窺
え
る
修
道
者
と
し
て
の
緊
張
感
、
自
己
の
成
道
を
根
祇
に
お
け
ば
「
有
無
相
即
同
道
」
と
の
言
語
表
現
も
第
二
義
に
落
ち
る
と
の
覚
悟
は
、
李
道
謙
町
、
正
一
張
か
ら
は
汲
み
取
れ
な
い
。
両
者
が
置
か
れ
た
情
況
の
違
い
、
李
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
《
初
》
の
重
み
、
と
で
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
李
道
謙
は
、
全
真
教
の
教
義
に
背
く
こ
と
な
く
、
且
つ
一
般
知
識
人
的
共
感
を
も
得
ら
れ
る
よ
う
な
『
道
徳
経
』
観
を
、
言
葉
で
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
李
道
謙
で
す
ら
『
道
徳
経
』
へ
の
庄
釈
書
は
も
の
し
え
な
か
っ
た
。
裁
定
を
受
諾
し
た
全
真
教
徒
に
と
っ
て
、
自
派
町
教
義
と
儒
臣
の
要
求
と
を
調
和
さ
せ
つ
つ
『
道
徳
経
』
に
注
釈
を
加
え
る
こ
と
が
、
困
難
な
事
柄
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
事
実
の
よ
う
に
思
う
。
国
家
が
一
定
の
理
解
を
提
示
し
て
い
る
以
上
、
屋
上
屋
を
架
す
恐
は
避
け
た
と
も
一
一
言
、
え
る
。
全
真
教
が
こ
の
難
題
を
積
極
的
に
解
決
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
教
徒
自
身
の
思
想
的
な
熟
練
が
必
要
で
あ
っ
た
。
『
老
子
街
義
』
と
は
、
そ
う
し
た
な
か
辛
う
じ
て
編
み
出
さ
れ
た
試
作
品
で
は
な
か
っ
た
か
。
か
く
し
て
、
か
か
る
局
面
か
ら
の
脱
却
は
、
『
道
徳
経
』
そ
の
も
の
へ
で
は
な
く
、
老
子
の
弟
子
関
手
の
著
と
伝
え
ら
れ
る
『
文
始
真
経
』
へ
の
注
釈
を
通
し
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
唱
結
浦
至
元
元
年
創
建
の
翰
林
学
士
院
に
翰
林
文
字
と
し
て
招
鴨
さ
れ
た
胡
祇
過
ご
二
二
七
九
五
、
字
紹
閥
、
号
紫
山
、
河
北
武
安
人
)
に
は
、
儒
道
の
一
致
を
説
く
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
元代思潮研究序説(三
以
う
に
、
老
荘
の
尚
よ
所
は
、
道
徳
其
撲
、
虚
無
無
為
、
自
然
清
静
、
純
一
全
実
た
り
。
道
全
く
徳
備
わ
れ
ば
別
ち
仁
義
は
其
町
中
に
在
り
。
真
撲
な
れ
ば
則
ち
智
巧
も
施
す
所
な
し
。
虚
無
な
れ
ば
則
ち
心
は
物
を
主
主
留
め
ず
、
物
も
能
〈
梗
ぐ
こ
と
な
し
。
無
為
な
れ
ば
則
ち
一
に
天
に
本
づ
き
て
、
人
力
を
仮
り
ず
。
自
然
な
れ
ば
(
則
ち
)
天
理
に
あ
ら
ざ
る
な
く
、
上
下
、
天
理
と
同
流
す
。
清
静
な
れ
ば
則
ち
万
変
前
に
来
た
る
も
、
81 
一
も
有
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
全
実
な
れ
ば
則
ち
万
物
皆
な
我
に
備
わ
り
て
、
一
去
の
偽
り
な
し
。
此
の
数
者
は
吾
川
か
(
儒
)
書
に
在
り
て
皆
な
之
を
有
す
(
「
読
呂
志
卿
荘
子
解
」
『
紫
山
大
全
集
』
巻
二
十
)
。
ま
た
、
道
教
の
み
な
ら
ず
仏
教
を
も
含
め
、
「
二
家
の
学
は
、
吾
が
儒
皆
な
之
を
有
す
。
但
だ
吾
が
儒
は
動
静
有
無
を
兼
て
言
わ
ば
、
一
偏
に
失
せ
ず
L
(
「
論
釈
道
」
同
前
)
と
も
一
号
一
一
口
う
。
だ
が
、
儒
道
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
右
の
文
中
「
則
ち
」
で
繋
が
れ
た
前
後
の
語
句
を
逆
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
〈
吾
が
道
皆
之
を
有
す
〉
と
の
結
論
が
導
け
る
。
更
に
、
全
真
教
の
教
義
は
「
動
静
有
無
」
の
い
ず
れ
に
も
偏
ら
な
い
と
の
主
張
の
存
在
は
、
綾
々
述
べ
て
き
た
。
要
す
る
に
、
儒
学
を
第
一
義
と
す
る
胡
の
一
致
論
と
、
道
教
を
核
心
に
据
え
た
全
真
道
士
の
一
致
論
と
は
、
構
造
的
に
何
ら
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
胡
砥
逼
が
、
「
伊
洛
の
学
に
潜
心
し
、
慨
然
と
し
て
斯
文
を
以
て
己
が
任
と
為
し
」
た
北
宋
程
子
の
学
の
徒
で
あ
り
、
且
つ
「
易
解
三
巻
、
老
子
解
一
巻
」
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
(
劉
廃
「
紫
山
大
全
集
原
序
」
)
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
周
知
の
と
お
り
、
許
衡
(
一
二
O
九
l
八
一
、
字
仲
平
、
号
魯
斎
、
山
西
河
内
人
)
は
、
初
代
因
子
祭
酒
と
し
て
元
初
の
知
識
人
に
朱
子
学
を
広
め
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
許
衡
が
、
老
子
を
論
じ
て
「
老
氏
の
言
え
る
道
徳
仁
義
礼
智
は
、
吾
が
儒
と
全
く
別
な
り
」
(
「
老
子
」
『
魯
斎
全
書
』
巻
=
一
)
と
断
定
す
る
。
ま
た
、
当
時
の
道
教
徒
を
念
頭
に
お
い
て
次
の
如
く
も
言
、
っ
。
82 
老
氏
の
清
浄
無
欲
の
且
如
き
は
、
民
自
ず
か
ら
正
し
く
、
民
自
ず
か
ら
化
す
と
謂
う
。
今
日
に
在
り
て
之
を
視
れ
ば
、
只
だ
自
家
の
口
す
ら
ba
さ
い
か
斜
さ
も
管
め
得
ず
。
更
に
甚
に
し
て
天
下
を
理
む
る
を
説
け
る
や
(
「
語
録
下
」
『
魯
斎
遺
書
』
巻
二
/
二
十
八
a
)。
王
鵠
以
下
町
儒
臣
に
と
っ
て
、
『
道
徳
経
』
と
は
、
自
己
の
修
養
の
み
な
ら
ず
、
国
家
統
治
の
う
え
で
も
有
益
な
書
物
で
あ
っ
た
。
対
し
て
許
衡
は
、
道
教
徒
を
批
判
し
て
、
自
身
の
欲
望
す
ら
制
御
で
き
な
い
の
だ
か
ら
、
天
下
を
治
的
う
る
は
ず
な
ど
な
い
と
見
る
。
何
故
な
ら
ば
、
「
道
徳
仁
義
礼
智
」
と
い
っ
た
修
己
治
人
的
基
本
概
念
か
ら
し
て
老
子
は
間
違
っ
て
い
る
、
と
理
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
胡
抵
日
中
唱
と
許
衡
、
と
も
に
程
朱
学
者
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
許
の
目
に
胡
は
、
基
本
概
念
の
把
握
の
仕
方
に
お
い
て
既
に
敵
同
手
に
落
ち
た
者
と
映
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
胡
に
す
れ
ば
、
許
の
主
張
は
、
当
時
の
思
潮
と
あ
ま
り
に
懸
け
離
れ
た
非
現
実
的
議
論
に
思
え
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
真
教
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
儒
道
一
致
論
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
朱
子
学
者
は
、
硬
軟
両
様
の
批
判
方
法
を
備
え
た
自
派
を
脅
か
し
か
ね
な
い
存
在
だ
と
意
識
さ
れ
う
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
逆
に
見
れ
ば
、
許
衡
流
町
朱
子
学
者
が
そ
の
教
線
を
伸
張
さ
せ
る
に
は
、
打
破
し
て
お
く
べ
き
対
象
が
、
四
方
は
お
ろ
か
教
学
的
内
部
に
す
ら
存
在
し
て
い
た
、
と
も
言
え
る
は
ず
な
の
で
あ
ヲ
Q
。
注(
l
)
宋
勅
「
玄
明
文
靖
天
山
市
其
人
李
公
道
行
銘
」
(
陳
垣
『
道
家
金
石
略
』
、
一
九
八
八
、
文
物
出
版
社
、
七
一
回
頁
)
。
た
だ
し
、
現
行
本
道
蔵
所
収
の
『
仙
源
録
』
は
十
巻
よ
り
な
る
も
町
内
、
大
徳
十
二
三
O
六
)
年
建
立
の
こ
の
「
道
行
銘
」
は
「
仙
源
録
六
巻
」
と
記
す
.
(
2
)
『
提
要
』
本
文
は
、
こ
の
論
評
町
あ
い
だ
に
全
其
七
真
向
師
承
関
係
に
か
ん
す
る
都
叩
『
三
余
賛
筆
』
(
『
説
邪
続
』
弓
十
四
、
参
照
)
円
記
事
を
柿
入
し
、
勺
其
の
説
甚
だ
詳
し
き
も
、
然
れ
ど
も
軌
か
其
の
授
受
を
見
ん
や
」
と
否
定
的
見
解
を
述
べ
る
。
(
3
)
二
度
に
わ
た
る
道
仏
衝
突
を
め
ぐ
る
考
察
は
、
野
上
俊
静
「
一
耳
代
遺
仏
ニ
教
の
確
執
し
(
大
谷
大
学
研
究
年
報
ニ
)
に
詳
し
い
。
そ
の
他
、
陳
垣
『
南
宋
初
河
北
新
道
教
考
』
(
一
九
四
ご
巻
二
、
焚
経
之
厄
運
第
十
や
、
陳
国
符
『
道
蔵
源
流
孜
』
(
一
九
四
九
)
元
代
焚
経
を
は
じ
め
‘
個
々
の
視
点
に
立
脚
し
つ
つ
行
な
わ
れ
た
当
該
研
究
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
同
研
究
に
お
い
て
、
論
争
を
元
代
思
潮
全
般
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
意
図
は
殆
ど
な
い
。
(
4
)
李
謙
「
玄
門
掌
教
大
宗
師
存
神
応
化
洞
明
真
人
柿
公
道
行
之
碑
」
(
『
道
家
金
石
略
』
七
O
O頁)。
(
5
)
そ
の
実
態
は
野
上
俊
静
「
桑
寄
と
楊
班
真
伽
」
(
大
谷
大
学
研
究
年
報
十
こ
を
参
照
。
(
6
)
挑
憾
「
長
春
宮
碑
」
(
『
牧
苓
集
』
巻
十
二
に
基
づ
く
前
掲
書
の
論
述
。
(
7
)
趨
孟
欄
「
上
卿
真
人
張
留
孫
碑
」
(
『
道
家
金
石
略
』
九
一
一
一
買
)
。
(
8
)
前
注
の
碑
文
に
よ
る
『
道
蔵
源
流
孜
』
町
記
載
。
裳
楠
「
玄
教
大
宗
師
張
公
家
伝
」
(
『
清
容
居
士
集
』
巻
三
十
四
)
の
記
事
も
こ
れ
と
同
案
で
あ
り
、
ま
た
、
虞
集
「
張
宗
師
墓
誌
銘
」
(
『
道
園
学
古
録
』
巻
五
十
)
に
は
、
こ
の
聞
の
事
情
が
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。
「
上
為
集
廷
毘
、
議
存
其
不
当
焚
者
、
而
醗
祈
禁
祝
亦
不
廃
」
。
浦)
(
9
)
江
南
地
域
を
統
治
す
る
う
え
で
の
元
王
朝
の
宗
教
政
策
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
竺
沙
雅
章
『
中
国
仏
教
社
会
史
研
究
』
(
同
朋
合
出
版
、
一
九
八
一
一
)
、
前
編
第
λ
章
「
元
朝
町
江
南
支
配
と
白
雲
宗
」
に
述
べ
ら
れ
る
。
(
叩
)
注
(
4
)
所
掲
の
道
行
碑
。
(
日
)
注
(
8
)
に
帯
げ
た
張
に
か
ん
す
る
諸
伝
に
よ
る
。
ま
た
、
皐
帝
の
信
頼
厚
い
道
士
が
人
材
確
保
町
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
他
的
例
と
し
て
、
成
宗
大
徳
九
年
夏
、
張
留
孫
内
弟
子
で
あ
る
呉
全
節
が
「
旨
を
奉
じ
て
賢
を
捜
し
諜
玄
文
・
部
牧
心
円
余
枕
天
柱
山
に
隠
れ
た
る
を
知
」
(
『
大
磯
洞
実
記
』
序
、
縮
初
)
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
(
ロ
)
以
下
町
文
章
も
参
照
さ
れ
た
い
。
「
皇
元
初
有
中
原
、
五
岳
之
四
在
天
子
封
内
、
既
得
宋
而
後
南
岳
之
神
得
而
札
君
、
是
以
世
祖
特
命
開
府
張
公
領
其
嗣
」
(
虞
集
「
河
図
仙
壇
之
碑
L
『
道
園
学
古
録
』
巻
二
十
五
)
。
(
日
)
仏
教
側
町
発
言
に
よ
れ
ば
、
論
争
勃
発
の
契
機
は
至
元
十
七
年
四
月
に
起
き
た
事
件
、
そ
も
そ
も
仏
寺
で
あ
っ
た
吉
祥
院
を
返
還
の
命
令
も
聴
か
ず
に
占
拠
し
て
い
た
道
教
提
占
的
甘
志
泉
ら
が
、
衆
僧
町
再
度
町
返
還
要
求
を
拒
否
す
る
ば
か
り
か
、
逆
に
彼
り
に
危
害
を
加
え
、
更
に
は
穀
物
含
席
に
火
を
放
ち
、
そ
の
罪
を
憎
ら
に
着
せ
た
こ
と
だ
と
い
う
(
『
弁
偽
録
』
巻
五
)
。
(
H
)
詔
書
は
『
甘
水
仙
源
録
』
巻
一
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
。
(
日
)
王
磐
「
玄
門
嗣
法
掌
教
宗
師
誠
明
其
人
道
行
碑
銘
」
(
『
道
家
金
石
略
』
六
O
一頁)。
(
凶
)
注
(
l
)
所
掲
同
道
行
碑
中
町
評
語
。
ま
た
、
こ
の
碑
文
に
は
当
時
一
流
の
知
識
人
と
李
と
町
交
流
が
次
の
よ
う
に
誌
さ
れ
る
。
「
往
時
先
輩
知
紫
陽
楊
先
生
梨
、
雪
斎
挑
公
枢
、
翰
長
氷
年
王
公
磐
、
左
山
商
公
挺
、
(
卒
)
公
皆
従
之
矧
朝
、
為
方
外
友
、
許
可
之
文
、
見
干
往
還
篇
章
中
」
。
(
げ
)
た
だ
し
、
巻
下
所
収
の
洞
真
真
人
子
普
慶
伝
に
見
え
る
以
下
町
如
き
一
文
は
、
道
士
と
し
て
の
軒
持
の
あ
ら
わ
れ
か
、
あ
る
い
は
千
慮
同
一
失
か
、
元代思潮研究序説(三83 
判
断
を
つ
け
か
ね
る
。
「
殺
昌
地
接
西
充
、
居
民
但
習
浮
屠
之
教
、
師
以
無
為
清
静
正
心
誠
意
之
道
化
之
、
風
俗
為
之
一
変
」
。
(
同
)
挑
熔
「
玉
陽
体
玄
広
度
真
人
王
宗
師
道
行
碑
銘
序
」
(
『
甘
水
仙
源
録
』
舟
ど
一
)
。
(
印
)
寸
麓
屋
重
陽
万
寿
宮
聖
旨
令
旨
碑
」
(
『
道
家
金
石
略
』
五
九
二
頁
)
。
(
初
)
至
元
十
七
年
五
月
に
「
通
微
真
人
消
察
尊
師
伝
」
(
『
柄
陽
述
古
編
』
巻
下
)
を
、
十
八
年
二
月
に
「
全
真
第
五
代
宗
師
長
春
演
道
主
教
真
人
内
伝
」
(
『
道
茨
ふ
4
石
略
』
六
三
四
頁
)
を
、
十
九
年
に
「
終
南
山
宗
聖
宮
主
石
公
道
行
記
」
(
岡
、
六
三
七
頁
)
を
執
筆
も
し
く
は
建
立
す
る
な
ど
。
(
幻
)
至
元
二
十
年
十
二
月
執
筆
依
頼
の
翰
林
直
学
士
王
利
用
「
洗
澄
子
然
先
生
道
行
碑
銘
」
(
巻
七
)
同
じ
〈
二
十
三
年
三
月
の
嘉
誠
大
夫
徐
淡
「
広
寧
通
玄
太
古
真
人
都
宗
師
道
行
碑
」
(
巻
一
一
)
、
二
十
五
年
春
町
張
好
古
「
消
平
子
越
先
生
道
行
碑
」
(
巻
八
『
(
包
)
注
(
l
)
所
引
の
碑
文
。
(
お
)
以
下
、
捌
惟
、
氷
『
道
徳
其
経
集
義
大
国
日
』
(
縮
お
)
巻
上
所
収
の
「
時
明
治
中
(
道
徳
経
緯
義
)
序
」
と
巻
下
所
収
町
時
清
中
「
大
旨
践
」
と
に
よ
る
。
(
M
)
劉
惟
氷
『
道
徳
経
築
義
』
(
縮
幻
-
M
)
所
収
町
鴨
滑
中
『
道
徳
経
集
義
』
。
引
用
は
、
同
書
巻
四
/
一
a
。
(
お
)
そ
れ
ら
町
紹
介
は
別
の
機
会
に
行
な
う
と
し
て
、
こ
こ
で
は
注
釈
者
七
名
町
名
前
の
み
を
挙
げ
る
。
楊
智
仁
、
李
是
従
、
蘇
敬
静
、
呉
環
中
、
柴
一
花
阜
、
本
一
庵
居
士
、
そ
れ
に
丁
易
束
で
あ
る
。
(
お
)
「
知
常
姫
真
人
事
政
」
(
『
仙
源
録
』
巻
八
)
。
王
鴨
川
「
雲
山
集
序
」
(
縮
位
)
に
よ
れ
ば
、
姫
の
著
作
と
し
て
他
に
「
南
華
解
義
」
1
沖
虚
断
章
」
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
(
幻
)
「
霊
修
宅
州
太
清
宮
太
極
殿
碑
」
(
『
宮
観
碑
志
』
縮
お
)
。
(
お
)
「
清
浄
」
「
無
為
」
「
不
争
」
「
不
縄
」
と
の
語
町
他
巳
、
「
佳
兵
為
不
祥
」
(
第
三
十
一
章
)
「
以
治
国
若
烹
鮮
」
(
第
六
十
章
)
「
以
馳
同
時
国
猟
、
令
84 
人
発
狂
」
(
第
十
二
章
)
「
以
孤
寡
不
穀
、
王
公
自
称
」
(
第
四
十
二
章
)
と
の
句
が
例
示
さ
れ
る
.
(
却
)
「
元
代
知
識
人
と
科
挙
」
(
『
元
代
史
円
研
究
』
、
一
九
七
二
年
、
創
文
社
)
。
な
お
、
こ
こ
に
い
う
「
束
平
派
」
の
人
士
が
有
力
な
全
真
道
士
と
密
接
な
交
流
を
も
ち
う
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
束
子
貞
撰
「
普
照
真
人
玄
通
子
斑
公
墓
誌
銘
」
(
『
仙
源
録
』
巻
四
)
を
参
看
さ
れ
た
い
。
(
釦
)
李
道
謙
と
姫
志
真
と
の
あ
い
だ
に
厚
い
友
情
の
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
姫
の
「
送
李
和
甫
帰
秦
」
詩
(
『
雲
山
集
』
巻
二
/
二
十
一
b
}
に
窺
え
る
.
(
出
)
至
元
か
ら
元
貞
、
大
徳
的
作
と
考
え
ら
れ
る
全
真
道
士
牛
道
淳
司
『
文
始
真
経
注
』
九
巻
{
縮
μ)
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
に
は
全
真
教
徒
に
対
す
る
入
門
成
道
的
指
南
番
と
い
っ
た
体
裁
の
、
元
貞
二
年
同
題
肢
を
持
つ
『
祈
疑
指
迷
論
』
(
縮
8
)
が
あ
る
。
